
都立大島海洋国際高等学校長 殿
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○本船動静

　05月12日09時45分　乗船式開催

　岡田港出港予定：05月13日07時00分　

【学校側コメント】
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船　名 大　島　丸 情報発信日時　 月年 5 12
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　０９時１５分生徒乗船。先ずはデッキ上で手荷物検査を受けます。その後、手荷物を教室内へ運び、

教官から諸注意を受けて手荷物は各自の部屋へ。０９時４５分乗船式です。昨夜から降り続いていた雨

も上がり乗船式は船尾デッキで行いました。副校長の挨拶から始まり次に船長挨拶。船員紹介、そして

生徒代表挨拶。いよいよ第2次探求系航海実習の開始です。乗船式後は、休む間もなく、一等航海士から

操練に関する説明と諸注意。暫しの休憩時間の後、１１時１５分から操練実施。この操練は退船を想定

したものです。ヘルメット着用は当然として、長袖の上着着用やタオル持参、そして実際の救命胴衣の

着用と備え付けの属具の使用方法の説明を受けながら互いに確認し合う。操練は陸上で行う訓練とは違

い、それぞれの人命の安全を確保するために、確実に救命胴衣を着用出来ているか！付属品は完全に使

用出来る状態であるか！正しく自身の生命を守るために実際を行うものです。操練には様々な種類の操

練があります。火災発生時の防火操練、海中転落者を救助する操練や浸水を防ぐための防水操練等、そ

のいずれも必要とされる人員の配置、器具や道具、或いは救助艇操作運転等、如何に素早く・確実に操

作できるか！これらに慣れておくために行うのが操練です。生徒が直接に関与するのは退船操練のみ。

自身の安全を確保するために必要とされる操練です。ですから乗船したら真っ先に行うのです。操練終

了後は昼食、午後には航海長等の講義。講義終了後は手荷物整理やベッドメーキング。乗船日は、就寝

する時間まで様々なメニューがありますが、真面目に確実に行うことを心掛けて欲しいと思っていま

す。明日は気仙沼へ向けて出港です。船酔いに負けず、頑張りましょう。
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